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Hello!
言語
挨拶

HF1
WC1

【主な活動】
１　挨拶・自己紹介
２　表紙を見て，どのような勉強をする
    のか想像して出し合う。
３　【Let's Listen1】  HF1 p.2,3
４　【Let's chant】  HF1 p.2,3
５  Activity
    教室内を歩いて，友達と挨拶や名前
　　を伝え合い，日本語でサインをした
　　り握手をしたりする。

【留意点】
・１については，
指導者が挨拶をし
たり名前を伝えた
りする。
・以降の時間にお
いても，挨拶を適
宜取り入れてい
く。

2

I’m
happy.
ジェス
チャー
感情・
様子

HF1

【主な活動】
１　挨拶
　※教師は挨拶をして，感情や様子を
　　ジェスチャーをつけながら伝える。
　※ジェスチャーでいろいろな気分を
　　推測させる。
２　Let's chant （感情や様子）
３　【Let's Listen】 HF1　p.6
４　「ジェスチャークイズ」HF 1 p.8
　※教師がジェスチャーをし，どの様子
　　か答える。
５　「ジェスチャーをつけて答えよ
    う。」
　※列ごとに，How are you? の問いに
　　ジェスチャーをつけて答える。
６　“Hello Song”を歌う。
　　　（LT2 Unit2）
７　インタビューをしよう
　※教室内を自由に動いて，友達と挨拶
　　をし合い，様子を聞き取って表に名
　　前を記入する。

【留意点】
・今後も，ジェス
チャーの大切さに
ついては，適宜取
り上げていく。

第１時

50
時
間
実
施
用

50
時
間
実
施
用

単元
番号

タイトル
使用教材

【ねらい】
〇表情やジェスチャーなどの大切さに気付く。
〇感情や様子を表す表現に慣れ親しむ。
〇進んで表情やジェスチャーを付けて挨拶をしようとする。

平成３０年度　第５学年　活動計画例　【文部科学省作成　学習内容例　H30　５年（B）対応】HF:Hi ,friends WC：We can!　LT：Let's Try!

単元
番号

タイトル
使用教材

第１時
【ねらい】
〇挨拶や名前を表す英語の音に慣れ親しむ。
〇進んで友達に挨拶をしたり，自分の名前を伝えたりする。
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Alphabet
アルファ
ベットで
文字遊び
をしよう

LT２

【主な活動】
１　【Let's Watch and Think】p.22
２　Let's Sing
３　Let's Chant
４　Let's Play1
   アルファべット小文字
　 探しをしよう
５　Let's Play２
　おはじきゲームをしよう

【留意点】
・本単元は，
Let's Try ②を使
用する。
・１については，
単元６で大文字を
扱っていることを
踏まえ，大文字探
しから行うとよ
い。
・２及３におい
て，ｚはイギリス
英語とアメリカ英
語では読み方が異
なることに触れる
とよい。

【主な活動】
１　Let's Sing
２　Let's Chant
３【Let's Listen】　p.24
４　Activity1
　　友達が選んだ好きな
　　看板や表示をあてよう

【留意点】
・２については，
慣れてきたら，い
くつかのアルファ
ベットのときは手
拍子をするなど，
楽しみながら行え
る工夫をするとよ
い。
・４については，
p.25で行った後，
児童用テキストの
p.22, 23のイラス
トで同様の活動を
行うとよい。
・次時の４の活動
を行うために，身
の回りにあるアル
ファベット文字に
よる標示をさがし
ておくように伝え
る。

【主な活動】
１　Let's Sing
２　Let's Chant
３　Activity２
　　友達が選んだ好きな色をあてよう
４　身の回りで見つけたアルファベッ
　　ト文字を伝えよう
５　アルファベットクイズの
　　準備をしよう

【留意点】
・２については，
慣れてきたら，い
くつかのアルファ
ベットのときは手
拍子をするなど，
楽しみながら行え
る工夫をするとよ
い。
・３については，
p.25で行った後，
児童用テキストの
p.22, 23のイラス
トで同様の活動を
行うとよい。
・４については，
事前に調べた標示
をクイズ形式で出
し、それらを指導
者が英語，ローマ
字，CDやDVDなど
文字の名称読みを
するもの等に分類
していくとよい。

【主な活動】
１　Let's Sing
２　Let's Chant
３　アルファベットクイズ１
　　教師対児童
　　４の活動のルール確認を含め，
　　４の活動と同じルールで行う。
４　アルファベットクイズ２
　　児童対児童

【留意点】
・４については，
事前に決めた問題
について、I have
an "e".など、使
用するアルファ
ベットをバラバラ
に伝え，相手はそ
の文字の名称読み
を聞いて文字を選
ぶ。出題者は，全
ての文字が揃った
ら順番にアルファ
ベットを伝え，相
手はカードを並び
かえて答えるよう
にするとよい。文
字を識別する工夫
をするとよい。
・この単元以降
は，活字体の大文
字に適宜触れさせ
ていく。

 

【ねらい】
〇身の回りには，活字体の文字で表されているものがある
ことに気付く。
〇活字体の小文字とその読み方に慣れ親しむ。

【ねらい】
〇活字体の小文字とその読み方に慣れ親しむ。
〇相手に配慮しながら，進んでアルファベットの文字につ
いて伝え合おうとする。

【ねらい】
〇相手に配慮しながら，進んでアルファベットの文字につ
いて伝え合おうとする。
〇身の回りには，活字体の文字で表されているものがある
ことに気付く。

【ねらい】
〇相手に配慮しながら，進んで身の回りにあるアルファ
ベットの文字クイズを出したり答えたりしようとする。

平成３０年度　第５学年　活動計画例　【文部科学省作成　学習内容例　H30　５年（B）対応】HF:Hi ,friends 　WC：We can!　LT：Let's Try!

70
時
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実
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単元
番号

タイトル
使用教材

第１時 第２時 第３時 第４時

50
時
間
実
施
用
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Hello,
everyone
アルファ
ベット・
自己紹介

WC１
LT1また
は２

【主な活動】
１　Small Talk
　　名前のスペルと好きなもの
２　【Let's Listen1】　ｐ.4
３　【Let's play】　p.4
　　What ～ do you like?と指導者に
　　尋ねて，自分の予想があたって
　　いるか確かめる。
４　【Let’s Listen2】　p.5
５　簡単な自己紹介をする。
　  名前，気分，好きなものを言い合
　　う。言い合ったらサインや握手を
　　する。
６　ABC(abc)Song
　　(3年unit6 4年unit6)

【留意点】
・本単元は，単元
１～単元９と関連
している。
・この時間以降，
活字体を発話する
ことを扱う。

【主な活動】
１　Small Talk
　　スポーツ
２　Let’s Listen3　p.6
３　ABC(abc) Song
　　(3年unit6 4年unit6)
４　「ラッキー・カードゲーム」
５　Let's Play
　※欲しいものを尋ね合う。
６　【Let's Watch and Think1】
ｐ.2,3
　※児童にとって馴染みのある人物か
ら
　　行う。

【留意点】
・５については，
挿入している。何
が欲しいかインタ
ビューをする。
・６については，
全て扱う必要はな
い。まとまりの話
を聞いて，どんな
言葉が聞こえてき
たか出し合い，も
う一度聞く。全て
を聞き取ることを
求めるのではな
く，知っている英
語や聞こえてきた
音を出し合うこと
が大事である。扱
う人物は，児童が
よく知っている人
物から扱うとよ
い。

【主な活動】
１　Small Talk
　　欲しいもの
２　Let’s play4　p.6
　　友達が欲しがるものを予想し，何
　　人いるのか調べる。
３　ABC(abc) Song
　　(3年unit6 　4年unit6)
４　名札を作ろう：名前に必要な文字
　　を集める。
５　Let’s Read and Write
　　名前を書こう
　　集めたカードをもとに名前のアル
　　 ファベットの大文字を書き写
　　す。
６　STORY TIME

【留意点】
・５の名前のアル
ファベットの大文
字を書く際は，
p.80を参考に4線
上に書くようにす
る。次時で使用す
るため，カード等
を準備するとよ
い。
・６についてはイ
ラストを見て，想
像させて読み聞か
せるようにする。
・５で書き写した
名前のアルファ
ベットの大文字
は，次時で使用す
るため回収する。

【主な活動】
１　指導者と児童のやりとり
  　何が欲しいか，持っているものに
　　ついて尋ねる
２　ABC(abc) Song
    (3年unit6 4年unit6)
３　誰でしょうクイズ
    前時で作成した名前カードを使
　　用する。
    アルファベットを言って誰かをあ
    てる。
４　【Ｌet’s Watch and Think２】
p.7
５　自己紹介の内容を考える
    ※p.8を使用する。
６　ＳTORY TIME

【留意点】
・５については，
次時の自己紹介に
つなぐ。
・６については，
児童は聞きながら
文字を追うように
するとよい。

【主な活動】
１　指導者の自己紹介
  　次の活動のイメージをもたせられ
る
　　ようにする。
２　Activity　自己紹介をしよう p.8
３　誰でしょうクイズ
　

【留意点】
・発表の形態につ
いては，児童の実
態に応じて工夫す
る。
・３は，挿入して
いる。好きなも
の，欲しいものを
ヒントにして誰か
をあてるクイズで
ある。班で話し
合って答えるよう
にするとよい。
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Hello,
everyone
.
アルファ
ベット・
自己紹介

WC１
LT1また
は２

【主な活動】
１　Small Talk 自己紹介
２　【Let's Listen1】　ｐ.4
３　【Let's play】　p.4
　※What ～ do you like?と指導者に
　　尋ねて，自分の予想があたって
　　いるか確かめる。
４　ABC(abc) Song
　　(3年unit6 4年unit6)
５　名札を作ろう
　　名前に必要な文字を集める。
６　Let’s Read and Write
　　「名前を書こう」

・本単元は，単元
１～単元９までと
関連している。
・この時間以降，
活字体を発話する
ことを扱う。
・５の活動を生か
して６を行う。集
めたカードを見な
がら，自分の名前
を書き写す。

【主な活動】
１　ABC(abc) Song
　　(3年unit6 4年unit6)
２　Small Talk
　　私が欲しいもの
３　【Let’s Listen3】　p.6
４　Let’s play4　p.6
　※友達が欲しがるものを予想し，
　　何人いるのか調べる。
５　【Let's Watch and Think1】
ｐ.2,3
　※児童にとって馴染みのある
　　人物から行う。
６　STORY  TIME

【留意点】
・５については，
全て扱う必要はな
い。まとまりの話
を聞いて，どんな
言葉が聞こえてき
たか出し合い，も
う一度聞く。全て
を聞き取ることを
求めるのではな
く，知っている英
語や聞こえてきた
音を出し合うこと
が大切である。扱
う人物は，児童が
よく知っている人
物から扱う。

50
時
間
実
施
用

単元
番号

タイ
トル

第１時 第２時
【ねらい】
〇自分の好きなものや欲しいものなどを含めて，簡単な自
己紹介をしようとする。
〇活字体で書かれた名前の大文字を識別したり，その読み
方を発音したりして慣れ親しむ。

【ねらい】
〇何が欲しいか尋ねたり答えたりする表現を使って，進ん
で伝え合う。
〇活字体で書かれた名前の大文字を識別したり，その読み
方を発音したりして慣れ親しむ。

【ねらい】
〇 好きなものを聞いたり言ったりする表現に慣れ親し
む。

【ねらい】
〇何が好きか，何が欲しいか尋ねたり答えたりする表現に
慣れ親しむ。
〇活字体で書かれた名前の大文字を読んだり，その読み方
を発音したりして慣れ親しむ。

【ねらい】
〇進んで何が欲しいか尋ねたり答えたりしようとする。
〇活字体で書かれた名前の大文字を発音して慣れ親しむ。

【ねらい】
〇ほしい物や好きなものなどを進んで伝え合おうとする。
〇活字体で書かれた大文字を読むことに慣れ親しむ。

【ねらい】
〇名前や自分の好きなもの，欲しいものなどを含めた簡単
な自己紹介を進んでしようとする。

平成３０年度　第５学年　活動計画例　【文部科学省作成　学習内容例　H30　５年（B）対応】HF:Hi ,friends 　WC：We can!　LT：Let's Try!

70
時
間
実
施
用

単元
番号

タイトル
使用教材

第１時 第２時 第３時 第４時 第５時
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What
do you
have on
Monday?
学校生
活・教
科・職業

WC1

１　ABC(abc) Song
２　Small Talk（オリジナル）先生の夢
　　の時間割
３　【Let's Watch and Think1】
　　　p.18,p.19
４　ポインティング・ゲーム（教科名）
５　ミッシングゲーム（教科名）
６　【Let's Sing】
　　(Sunday,Monday,Tuesday)p.20
７　【Let's Chant】（Subjects)

【留意点】
・1については，
これまでにも歌っ
ている。
・２については，
挿入している。
・６と７について
は，最初から発話
させるのではな
く，聞くことから
行うとよい。

【主な活動】
１　【Let's Sing】
(Sunday,Monday,Tuesday)　p.20
２　Let's Chant（Subjects)
３　【Let's Listen】 p.20
４　Let's Play p.20
５　【Let's Chant】 p.22
   (What do you have on Monday?)
６　Jingle (Alphabet Jingle) p.22
７　STORY TIME

【留意点】
・４については，
指導者がモデルを
示し，活動の仕方
を理解させる。ペ
アではなく，グ
ループでも行うこ
とができる。
・７については，
絵から想像させ
て，読み聞かせを
行う。

【主な活動】
１　Jingle (Alphabet Jingle) p.22
２　Small Talk
　　 (かばんの中は何でしょう？）
３　【Let's Chant】（Subjects)
４　【Let's Watch and Think 2】
p.21
５　【Let's Chant】 p.22
   (What do you have on Monday?)
６  Let's Activity1 p.22
　　夢の時間割を作って紹介し合おう
７  STORY TIME

【留意点】
・４については，
事前に自分の夢の
時間割（１日分）
を作らせておく。
絵カードを貼るな
ど，夢の時間割の
作り方を工夫する
とよい。

12

Shw can
run fast.
He can
jump
high.
できるこ
と

WC1

１　Let's  Play1－① p.34
　　P34 ,35 で，教師が動物のいずれか
　　になり，その動物ができることやで
　　きないことを紹介して，児童に想像
　　させる。
２  キーワード・ゲーム（動物）
３　Animals Jingle p.39
４　【Let's Chant】　p.35
　　Can you sing well ?
５  Let's  Play1－② p.34
　※P34 ,35 で，グループの一人が動物
　　のいずれかになり，その動物ができ
　　ることやできないことを紹介して，
　　友達に想像させる。
６  【Let's Chant】
      I can run. I can swim.

【留意点】
・１では指導者と
児童，５では児童
同士で行う。

【主な活動】
１　Animals Jingle p.39
２　Small Talk
　　（できること，できないこと）
３　【Let's Play 2】  p.37
　　ポインティングゲーム
　　（動作を表す語句）
４　【Let's Listen 1】p.36
５　【Let's Chant】
　　Can you swim?
６　【Let's Listen ２】 p.36

【留意点】
・３については，
最初にP37 の15種
の動作の言い方を
確認して行う。
・４については，
andやbutの使い方
にも注目させた
い。ただし，日本
語で意味を教えた
り解説をしたりし
て理解させるので
はなく，指導者が
何度も使う中であ
えて強調して言う
などして，意味を
理解させるように
する。
・５については，
canとcan'tの違い
に気付くように，
動作を入れて行う
とよい。

【主な活動】
１　Alphabet Jingle
２　【Let's Chant】
　　Can you swim?
３   Activity１ p.37
　※p.37の動作から事前に質問を5つ
　　程度選び，相手ができるかできな
　　いかを予想して〇，△を記入した
　　上で質問し合う。
４  【Let's Watch and Think2】
　　 p.38
５  【Let's Chant】
    He can run fast.
    She can sing well.
６  STORY TIME

【留意点】
・４については，
視聴した後に，指
導者がHe,Sheをあ
えて使用して，で
きることやできな
いことを整理す
る。使い方を解説
するのではなく，
繰り返し使用して
いく中で，気付か
せていく。
・６については，
イラストから場面
を想像させて，読
み聞かせを行う。

【主な活動】
１　Alphabet Jingle
２　Small Talk
    （私はだれでしょう）
３　【Let's  Chant】
    He can run fast.
    She can sing well.
４　Activity2　p.37
５　Let’s play (挿入）
　　友達クイズをしよう
６　Activity3　p.39
　　インタビューの準備をしよう
　　※インタビューは，時間外に行う。
７　STORY TIME

【留意点】
・２については，
スポーツ選手や偉
人など，児童に
とって馴染みのあ
る人物について紹
介する。その中
で，She,やHeを用
いて話すようにす
る。
・４については，
p.37を使って事前
に友達に「できる
こと」をインタ
ビューさせてお
き，Heやsheを
使ってできること
をヒントにクイズ
をだすようにす
る。
・７については，
慣れてきたら文字
を追いながら聞か
せるとよい。

【主な活動】
１　Alphabet Jingle
２　Small Talk
　　(学校の先生の紹介，家族の紹介等）
３　【Let's Listen ３】 p.40
４　Activity5 p.40
　　先生や自分のことを紹介しよう
５　STORY TIME

【留意点】
・２については，
４の活動のつなが
るようモデルとな
る内容で行うとよ
い。
・５については，
慣れてきたら文字
を追いながら聞か
せるとよい。

【本時目標】
〇動物の言い方やできることやできないことを尋ねたり言っ
たりする表現に慣れ親しむ。
〇動物の言い方に慣れ親しむことを通して，文字には音があ
ることに気付く。

【本時目標】
〇自分や相手のできることやできないことを尋ねたり言った
りする表現に慣れ親しむ。

【本時目標】
〇自分ができることやできないことを紹介する表現や友達
のことを紹介する表現に慣れ親しむ。
〇音声でHeやSheを聞き，紹介したい人に応じて使うこと
に気付く。

【本時目標】
〇友達インタビューをもとに，友達のことを進んで紹介し
ようとする。
〇校内の先生のできることやできないことを予想して名前
やHe，She を書くことに慣れ親しむ。

【本時目標】
〇進んで先生や自分ができること，できないことを紹介しよう
とする。

50
時
間
実
施
用

単元
番号

タイ
トル

第１時 第２時 第３時 第４時 第５時

【ねらい】
〇世界には，様々な学校生活があり，日本と世界 の学校生活
の共通点と相違点に気付く。
〇教科について尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。

【ねらい】
〇教科について尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
〇活字体の小文字を読むことに慣れ親しむ。

【本時目標】
〇進んで教科について尋ねたり答えたりしようとする。
〇活字体の小文字を読むことに慣れ親しむ。

第３時

平成３０年度　第５学年　活動計画例　【文部科学省作成　学習内容例　H30　５年（B）対応】HF:Hi ,friends 　WC：We can!　LT：Let's Try!
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１３

Where is
the
treasure
?
位置と
場所

WC1

【主な活動】
１アルファベットジングル
２　Small Talk（宝物）
３　【Let's Watch and Think】 p.50
　　（前半　物の位置）
４　Let's Play1
　　ポインティングゲーム
　　指導者がP50，51から言うものを
探し指さす。
５　【Let's Listen１】p.52
６　【Let's Chant】  p.52
　　It's on the desk.
７　STORY TIME

【留意点】
・物の位置や場所
を尋ねる言い方を
中心に慣れしたし
ませる。
・ものの位置や場
所を尋ねる言い方
について，日本語
と英語の違いに気
付かせる工夫をす
る。
・７については，
どのような場面か
想像させて，読み
聞かせを行う。

【主な活動】
１　アルファベットジングル
２　聞いて動こう
    Go stright, Turn right,
　　Turn left, Stop,3　Let's play2
３　【Let's Chant】　p.52
　　Where is the treasure?
４　Let's Play 2  p.52
※　方向や行動を表す表現やIt's on
the～.を使ってヒントを出したり，そ
れが何か答えたりするやりとりを行
う。
５　ポインティングゲーム（挿入）
　　建物の名前
６　道案内クイズを作ろう。（挿入）
※ｐ５４のような図に建物の絵カード
を好きな場所に貼り，オリジナルマッ
プをつくる。
※行きたい建物（次時のクイズの答
え）を一つ選び，マップの裏に答えと
なる建物の語彙を書き写す。

【留意点】
・５及び６につい
ては，音声に慣れ
親しませるため，
挿入している。
・５については，
ここで初めて扱う
ため，丁寧に行
う。
・６については，
学校の回りや想像
の町など，児童の
コミュニケーショ
ン意欲が高まる工
夫を行うことも大
切である。また，
書き写す際は，近
くに文字が入った
絵やWord Listを
使って書き写すよ
うにする。

【主な活動】
１　アルファベットクイズ(挿入）
２　Small　Talk
３　【Let's Chant】　p.52
　　Where is the treasure?
４　Activity (挿入）
　　道案内クイズ
５　STORY TIME

【留意点】
・２については，
４のクイズにつな
がる内容で行う。
・３については，
treasureの部分を
建物の名前にして
行う。
・４については，
挿入している。児
童の実態に応じて
宝探しの地図に変
えることもでき
る。
　ペアまたはグ
ループでお気に入
りの建物まで，道
案内する人と案内
される人になり，
目的地を当てる。
・５については，
読み聞かせのあ
と，文字を追いな
がら聞く。

　

１４

Who is
your
hero?
あこがれ
の人
WC1

【主な活動】
１　アルファベットジングル
２　Small Talk
３　ポインティングゲーム（挿入）
４　キーワードゲーム（挿入）
５  【Let's Watch and Think】
　　 p.67
６　【Let's Chant】
　　Who is your hero?

【留意点】
※２については，
指導編p.93を行
う。
※３，４について
は，p.71の語彙に
ついて扱う。
※５については，
1時間目だけで行
うのではなく，今
後も取り扱う。

【主な活動】
１　アルファベットジングル
２  【Let's Watch and Think】
　　 p.67
３　【Let's Listen１】　p.68
４　【Let's Listen２】  p.68
５　伝言ゲーム（挿入）
６　Actiity 1 p.69
　　自己紹介をし合い，友達
　　についてわかったことを
　　表に書こう。

【留意点】
・４については，
列で伝言ゲームを
行うとよい。
　一人目が「I am
good at playing
piano.」と後ろの
児童に伝え，二人
目から「He(She)
is good at
playing piano.」
と後ろの人に伝え
る。

【主な活動】
１　アルファベットジングル
２  【 Let's Watch and Think】
　　p.67
３　 Small Talk
４　【 Let's Listen 3】 p.69
５　 Let's play1　p.71
６　 STORY TIME

【留意点】
・１については，
６の前に行っても
よい。
・３は時次の活動
で友達を紹介する
ために行うという
目的を知らせて行
うとよい。
・次時の準備とし
て，自分のヒー
ローを一人決め，
得意なことを調べ
ておく。

１　アルファベットジングル
２　【Let's Listen4】p.70
３　Let's play2   p.72
４　【Let's Listen 5 ） p.70
５　私のヒーロー紹介の準備
６　STORY TIME

【留意点】
・１については，
６の前に行っても
よい。
・５については，
調べたことをもと
に，He, Sheやdo
kendo, playing
piano,coolなどの
部分を書き写すよ
うにする。そのた
め，紹介のための
スクリプトに部分
的に四線を入れ，
伝えたい内容に応
じて簡単な語句や
表現を語と語の区
切りに注意して書
き写すことができ
るようにする。
P.72の紹介文を参
考にするとよい。

【主な活動】
１　アルファベットジングル
２　Small Talk
   （1年間の外国語活動でできる
    ようになったこと等について）
３　Activity2 p.72
　　わたしのヒーローを紹介しよう
４　STORY TIME（全ての単元の
    STORY TIMEをつないだ読
   み聞かせ）
５　あなたは将来，英語を使ってど
    のようなことがしたいかを書く。
    （裏表紙）

【留意点】
・１については，
６の前に行っても
よい。
・２については，
５年生最後の活動
であることを意識
したテーマで行う
とよい。
・５については，
1年間の活動を十
分に振り返った後
に書かせるように
するとよい。

第４時 第５時
【本時目標】
〇第三者を表す語彙や得意なことを表す表現に慣れ親し
む。

【本時目標】
〇得意なことを表すbe good at ～や第三者が得意なこと
を紹介する表現に慣れ親しむ。

【本時目標】
〇第三者が得意なことを紹介する表現に慣れ親しむ。

【本時目標】
〇進んで，友達の得意なことを尋ねたり，自分の徳なこと
を聞いたりしようとする。
〇英語と日本語では書き方に違いがあることに気付く。

【本時目標】
〇進んで，自分にとってのヒーローを意見を含めて紹介し
たり，友達にとってのヒーローを聞いたりしようとする。

第３時

50
時
間
実
施
用
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第１時 第２時

【本時目標】
〇物の位置を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
〇日本語と英語では道案内の仕方に違いがあることに気付
く。

【本時目標】
〇物の位置を尋ねたり答えたり道案内をしたりする表現に
慣れ親しむ。
〇活字体の小文字を読んだり書いたりすることに慣れ親し
む。

【本時目標】
〇進んで道案内をしたり，友達が行きたい場所を答えたり
しようとする。

第３時
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